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第 40 回関⻄医科学⽣対校陸上競技選⼿権 

(The 40th Kansai Medical Students Inter-University Track and Field Championships) 

⼤会要項 

 

１．期 ⽇ 2025 年 6 ⽉ 29 ⽇(⽇) 

２．会 場 皇⼦⼭総合運動公園陸上競技場 

３．主 催     滋賀医科⼤学 

４．運営協⼒  関⻄学⽣陸上競技連盟・滋賀陸上競技協会 

５．参加校 ⼤阪医科薬科⼤学・関⻄医科⼤学・⼤阪⼤学・京都府⽴医科⼤学 

        滋賀医科⼤学・奈良県⽴医科⼤学・三重⼤学・和歌⼭県⽴医科⼤学 

        ⼤阪公⽴⼤学・京都⼤学・兵庫医科⼤学・神⼾⼤学・近畿⼤学 

（以上，圏内校） 

        広島⼤学・明治国際医療⼤学・川崎医科⼤学・徳島⼤学・浜松医科⼤学 

        ⾼知⼤学・愛媛⼤学・福井⼤学・名古屋⼤学・藤⽥医科⼤学・富⼭⼤学 

         愛知医科⼤学・⾹川⼤学・島根⼤学・⾦沢医科⼤学・岐⾩⼤学・岡⼭⼤学 

        （以上，圏外校） 

         

６．種 ⽬ 

【男⼦】 

100m・200m・400m・800m・1500m・5000m・110mH・400mH 

4×100mR・4×400mR・⾛⾼跳・⾛幅跳・三段跳・砲丸投・円盤投・やり投 

【⼥⼦】 

100m・200m・400m・800m・1500m・3000m・100mH・4×100mR 

⾛⾼跳・⾛幅跳・砲丸投・円盤投・やり投 

※種⽬の追加，および削除は，主管校が定めた会議において決定するものとする。 

 

７．競技規則 

2025 年度⽇本陸上競技連盟規則ならびに本⼤会規則により実施する。 

 

８．競技⽅法 

オープン参加以外の各種⽬の⼊賞者には，以下の通り対校得点を与える。 

1 位‐7点 2 位‐5 点 3 位‐4 点 4 位‐3 点 5 位‐2 点 6 位‐1 点 

⼤会新記録にはさらに 2 点追加する。 

総合得点が同点の場合には，上位⼊賞種⽬の多い⼤学を上位とする。 
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９．出場資格 

以下の①〜④の全ての要件を満たす学⽣であること。（ただし，圏外校については要項 11 を参照のこと） 

① 関⻄圏内(三重・滋賀・京都・⼤阪・兵庫・奈良・和歌⼭)に所在地を持つ⼤学に所属していること。 

② 医学部医学科（これに相当する学科を含む）を有する⼤学に所属していること。 

③ 以下のⅰ〜ⅲに⽰す学部のいずれかに所属していること。 

i. 医学部（これに相当する学部，例えば医学域等を含む） 

ii. 看護学部（これに相当する学部，例えば保健看護学部等を含む） 

iii. ⅰとⅱ以外で，医学科もしくは看護学科を有する学部（医学科と看護学科には，これに相当す

る学科を含む） 

④ 令和 7 年度関⻄学⽣陸上競技連盟（以下，関⻄学連）登録者または各都道府県陸上競技協会（以下，

陸協）登録者であること。 

 

１０．圏内校 

参加校の内，関⻄圏内(三重・滋賀・京都・⼤阪・兵庫・奈良・和歌⼭)に所在地を持ち，且つ医学部医学

科（これに相当する学科を含む）を有する⼤学の呼称とする。また，圏内参加校は次年度⼤会の主管を引
き受けることを前提とする。但し，部員数の少ない⼤学に関しては他⼤学との共同開催を認める。 

 

１１．圏外校 

参加校の内，圏内校ではない⼤学の呼称とする。競技規則および競技⽅法は要項の参加資格を有する者

と同等のものとする。圏外校に所属する学⽣は，要項９の出場資格②③④を全て満たすことでその資格を

得る。圏外校による主管は認めない。⼤会運営上⽀障をきたすと主管校が判断する場合には，主管校の任
意の判断で，圏外校に制限を加えることができるものとする。今⼤会においては圏外校の扱いは以下の

ようにする。 

① 個⼈表彰は圏外校も含めて⼀本化して⾏う。 

② ⼤会記録，ＭＶＰの対象になる。 

③ 対校戦の範疇とし，得点を与える。 

 

１２．オープン選⼿としての参加 

以下の場合はオープン選⼿として参加することができる。 

① 参加校のOB･OGである者が，関⻄学連または陸協に登録されている場合。 

② リレー種⽬において，複数校による混合チームとして出場する場合。 

③ 主管校の任意の判断で参加を認める場合。但し，主管校以外の圏内校の内の過半数が，⼤会運営上⽀
障をきたし得るなどの理由によりこの判断を妥当と判断しない場合，これは認められない。 

なおオープン選⼿として参加する場合，表彰，⼤会記録，MVPの対象とはならず，得点も与えない。  
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１３．出場制限 

(1) 各⼤学とも同⼀種⽬の出場⼈数の制限はない。また個⼈の出場種⽬数に制限はない。ただしリレー種

⽬は除く。なお，怪我や疾病等⽌むを得ない場合を除き，当⽇の⽋場は認めない。万⼀⽋場する場合

は正式な届出を提出すること。 

(2) リレー種⽬については，各⼤学１チームのみ出場できるものとする。また，複数校による混合チーム
のオープン参加は認める。ただし，正規チームを出場させた⼤学は，混合チームを出場させることは

できないものとする。 

(3) リレー種⽬の出場チーム数が 8 チームを超えた場合，主管校の任意の判断で正規チームを優先させ
るものとする。 

 

１４．参加料 

要項 11 の圏外校を含め，個⼈種⽬は 1⼈につき 5,000 円，リレー種⽬は 1チームにつき 5,000 円とする。 

 

１５．表彰 

以下について表彰を⾏う。 

○ 各種⽬３位以内の⼊賞者 

○ 男⼥最優秀者 

○ 男⼥トラックの部，フィールドの部，及び総合の部で 3 位以内の⼤学 

 

１６．注意事項 

(1) 器具は競技場備え付けのものを使⽤する。 

(2) 器具破損の場合はその選⼿の所属⼤学から弁償費⽤を徴収する。 

(3) 競技中に発⽣した障害・疾病ついての応急処置は主催者側で⾏うが，それ以後の責任を負わない。た

だし，2025 年度公益社団法⼈⽇本学⽣陸上競技連合普通会員は，原則としてスポーツ安全保険に加

⼊しているので，この保険が適⽤される場合がある。 

(4) その他，競技場の⽅の指⽰がある場合は必ず従うこと。 

 

１７．連絡先  滋賀医科⼤学陸上競技部 競技責任者 中村 憲太郎 

         電話  090-7090-3010 

                 メール  ds132309@g.shiga-med.ac.jp 
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競技注意事項 
１ 競技規則について 
本⼤会は，2025 年⽇本陸上競技連盟競技規則及び本⼤会申し合わせ事項により実施する。 
 
２ 練習場及び練習について 

(1) 競技場練習の時間帯は７：３０〜８：４５とする。 
(2) 競技場での練習は，トラック・跳躍種⽬とする。競技場備え付けの⽤具を使⽤すること。ラダー，ミ

ニハードル，ゴムチューブ等を使⽤してのスピード練習等は禁⽌する。 
(3) 投てき練習（メディシンボール等を含む）は，競技場の内外を問わず⼀切禁⽌する。 
(4) ⾬天練習場および多⽬的グラウンド横のウレタン⾛路はウォーミングアップで使⽤することができ

る（多⽬的グラウンドは使⽤できない）。 
(5) トリムコースでのウォーミングアップは⼀般の通⾏⼈の妨げにならないように⼗分注意して⾏うこ

と。多⽬的グラウンド横のアスファルト舗装道路でのウォーミングアップは禁⽌する。 
 

３  招集について 
(1) 招集所は，100m スタート後⽅第4ゲートに設ける。 
(2) 招集開始時刻・完了時刻はプログラムの競技⽇程欄に記載されている。 
(3) 携帯電話，スマートフォン，タブレット等の機器は招集所内に持ち込まないこと。 
(4) 招集の⼿順 

① 競技者は，招集時刻までに招集所で，競技者係の確認を受ける。トラック種⽬出場者で，腰ナンバ
ーカードが競技者係から配布された場合は，右腰のやや後⽅につけること(フィニッシュ後回収)。 

② 招集所は，当該種⽬の競技者以外の⽴ち⼊りを禁⽌する。 
③ 代理⼈による招集の点呼は認めない。ただし，２種⽬以上にわたって同時刻に出場する競技者は，

最初の種⽬の招集開始時刻までに所定の「多種⽬同時出場届」を招集所へ提出すること(⽤紙は本
部TICに準備)。その場合に限り，招集時刻の点呼に代理⼈を認める。 

④ 招集完了時刻に確認を受けていない競技者は，当該種⽬については棄権とみなして処理する。 
(5) やむなく⽋場する場合は，招集開始時刻までに，「⽋場届」を提出すること(⽤紙は本部TICに準備)。 
(6) リレー種⽬について 

①「オーダー⽤紙」は，招集完了時刻の60分前までに招集所へ提出すること。オーダー⽤紙の提出がな
い場合は，当該種⽬を⽋場するものとみなし処理する(⽤紙は本部TICに準備)。 
②リレーに⽤いるマーカーは，出場チームで準備し，使⽤後は責任を持って取り除くこと。 

(7) 招集所からスタートライン・跳躍場・投てき場へは，各⾃で移動すること。 
(8) 招集時間については以下の通りとする。 

   招集開始時間  招集完了時間 
トラック   30分前   20分前 
フィールド  50分前   40分前 

 

４ 競技進⾏について 
(1) 番組編成及びラウンドの通過について 

① トラック競技の予選のレーン順，フィールド競技の試技順は，プログラム記載左側に⽰された番号
順とする。なお，トラック競技の決勝進出者及びレーン順については，番組編成員が競技規則に従
い公平に抽選して決定し，招集所の番組編成板で発表する。 

② トラック競技における次の決勝への進出者について 
(ア) 決勝進出者を決めるとき，その最下位で同タイム(1/100単位)が出た場合，写真を拡⼤して

1/1000秒単位で優劣の判定をする。 
(イ) レーンに余裕がある場合同タイム(1/1000秒単位)の選⼿の出場を認める。 
(ウ) レーンに余裕がない場合本⼈または代理⼈により抽選する。 
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(2) 競技について 
① ⼤学対校とし，１位７点，２位５点〜６位１点とする。⼤会新記録は２点を加点する。 
② 当該種⽬出場の競技者以外は競技場内に⽴ち⼊ることはできない。 
③ 競技⽤靴のスパイクの⻑さは，９㎜以下とする。ただし，⾛⾼跳・やり投は12㎜以下とする。いずれ

の場合も本数は，11本以内とする 
④ アスリートビブスは配布された⼤きさのままで，ユニフォームの胸部と背部につけること。ただし，

跳躍競技に出場する競技者は，背部または胸部だけでもよい。 
⑤ 短距離種⽬では，競技者の安全確保のため，フィニッシュライン通過後も⾃分に割り当てられたレ

ーン(曲⾛路)を⾛ること。 
⑥ 皇⼦⼭陸上競技場の使⽤規定により，固定ピンスパイクシューズを除き，ニードルピンなど先端が

尖ったピンの使⽤を禁⽌する。 
(3) ⾛⾼跳・棒⾼跳のバーの上げ⽅は，下記のとおりとする。 

種⽬ 練習 1 2 3 4 5 6 7 8 以降 
男⼦ 

⾛⾼跳 
1ｍ50 
1ｍ80 1ｍ55 1ｍ60 1ｍ65 1ｍ70 1m75 1ｍ80 1ｍ83 1ｍ86 以降３㎝ずつ上げる 

⼥⼦ 
⾛⾼跳 

1ｍ10 
1ｍ35 1ｍ15 1ｍ20 1ｍ25 1ｍ30 1ｍ35 1ｍ40 1ｍ43 1ｍ46 以降３㎝ずつ上げる 

※⾛⾼跳・棒⾼跳については，優勝が決まり最後の１名になれば，バーを上げる⾼さまたは，バーの上げ
幅は審判員または審判⻑と相談の上，その競技者が決定することができる(残っている競技者が２名以上
でも，全員の同意があれば⼤会記録等を超える⾼さにバーを上げることができる)。 

(4) 三段跳の踏切板は，11ｍ00に設置する。 
(5) 競技中に起きた競技者の⾏為⼜は順位などに関する抗議は，競技規則146条に基づいておこなうこと。 

(注)競技⽤シューズに関するルールについて 
ワールドアスレティックス(以下「WA」という)によるWA規則第143条(テクニカルルール第５条＝TR5)
が適⽤されるため，規定外のシューズでの参加は認めない。(発覚した場合は失格扱い) 

 

５ 競技⽤具について 
(1) 棒⾼跳⽤ポール・やり以外の競技⽤具は，競技場備え付けのものを使⽤する。 
(2) やりは競技場備え付けのものを準備するが，検査を受けて⾃⼰の物を使⽤してもよい。ただし，検査に

合格した⽤具は⼀括借り上げとし，参加競技者で共有できるものとする。検査時刻は，競技開始時刻の
60分前までとし，⽤器具庫(フィニッシュ地点横)で⾏う。競技中に破損が⽣じても主催者は⼀切の責任
は負わない。 

(3) フィールド競技で，助⾛路に使⽤できるマーカーは主催者が⽤意したものを２個まで，サークルから
の投てき種⽬では１個，置くことができる。個⼈の所有物は使⽤できない。⾛⾼跳の競技者は，各⾃
でマーカー(粘着テープ，２箇所まで)を⽤意し使⽤してもよい。 

(4) リレー競技のマーカーは各チームで準備し，レース終了後必ず撤収すること。 
 

６ 表彰について 
(1) 各種⽬1〜3位には賞状・メダルを授与する。 
(2) 男⼥トラックの部・フィールドの部・総合の部で3位以内の学校を表彰する（優勝校にはトロフィーと
賞状，2〜3位の学校には賞状を授与する）。 

(3) 男⼥最優秀選⼿各1名を表彰する（盾と賞状を授与する）。 
 

７ 個⼈情報の取り扱いについて 
(1) 主催者は，個⼈情報の保護に関する法律及び関連法令等を遵守し，個⼈情報を取り扱う。また，取得し

た個⼈情報は，⼤会の資格審査，プログラム編成及び作成，記録発表，公式ホームページその他競技運
営及び陸上競技に必要な連絡等に利⽤する。 

(2) ⼤会の映像・写真・記事・記録等は，主催者及び主催者が承認した第三者が⼤会運営及び宣伝等の⽬的
で，⼤会プログラム，新聞・雑誌・インターネット等の媒体に掲載することがある。 
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８ その他注意事項 
(1) 記録は，⼤会ホームページ（アスリートランキング）を確認すること。 
(2) 競技者の⼊退場は競技場のゲートから⾏い，みだりに競技場内に⼊らないこと。 
(3) 正⾯⽞関からの出⼊りは禁⽌する。(表彰・抗議等は除く) 
(4) 競技中に起こった疾病・傷害については，本部の医務室で応急処置は⾏うが，以後の責任は⼀切負わな

い。 
(5) ゴミ等は各⾃で持ち帰ること。駅・競技場周辺のゴミ箱等には絶対放置しないこと。 
(6) 貴重品，荷物等は各⾃で管理し，盗難等に⼗分注意すること。 
(7) 事前に連絡がない場合のマイクロバス，⼤型バスでの来場は禁⽌する。また，駐⾞場のスペース不⾜に

つき，⾃家⽤⾞の駐⾞は1⼤学につき2台までとする。 
(8) 学校関係者以外の，写真・ビデオの撮影は禁⽌する。 
(9) テント・シート・横断幕・のぼりについて 

① テント・のぼりについては，メインスタンド中央通路より上部(屋根のある部分を除く)，芝スタ
ンド中央通路より後部に設置しても良い。(芝スタンドでのテント撤去の際，ペグの抜き忘れに
⼗分注意すること) 

② 横断幕については，芝スタンド後部の柵に設置すること。 
③ 競技場外側の周回道路や公園等に設置することは禁⽌する。 
④ その他，⽀障が⽣じる場合は撤去を指⽰することがある。 
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会場⾒取り図 
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第 40 回関⻄医科学⽣対校陸上競技選⼿権⼤会 

 

開会式 
9 時 00 分 

1. 開式通告 

2. ⼤会会⻑挨拶 

3. 審判⻑注意 

4. 優勝杯返還 

5. 選⼿宣誓 

6. 閉式通告 
 

閉会式 
18 時 00 分 

1. 開式通告 

2. 成績発表 

3. 優勝杯・賞状授与    トラックの部    （男⼦・⼥⼦） 

フィールドの部  （男⼦・⼥⼦） 

総合の部        （男⼦・⼥⼦） 

MVP 賞         （男⼦・⼥⼦） 

4. ⼤会会⻑挨拶 

5. 閉式通告 
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時間 種別 種目 ラウンド 組数 人数 進出条件 招集開始 招集完了 備考

10:00 女子 200m 予選 4組 25名 4-1+4 09:30 09:40

09:45 09:55 1組～3組

09:55 10:05 4組～5組

10:10 10:20 1組～3組

10:20 10:30 4組～5組

11:10 男子 400m 予選 4組 25名 4-1+4 10:40 10:50

11:00 11:10 1組～4組

11:10 11:20 5組～8組

11:20 11:30 1組～4組

11:30 11:40 5組～8組

11:40 11:50 9組～11組

12:30 女子 1500m タイムレース決勝 2組 25名 12:00 12:10

12:20 12:30 1組～2組

12:30 12:40 3組～4組

13:30 女子 100m 準決勝 2組 2-3+2 13:00 13:10

13:40 男子 100m 準決勝 3組 3-2+2 13:10 13:20

14:00 男子 400mH 決勝 1組 5名 13:30 13:40

14:10 女子 800m タイムレース決勝 4組 26名 13:40 13:50

14:30 男子 800m 決勝 1組 14:00 14:10

14:40 女子 200m 決勝 1組 14:10 14:20

14:45 男子 200m 決勝 1組 14:15 14:25

14:55 女子 400m タイムレース決勝 2組 14名 14:25 14:35

15:05 男子 400m 決勝 1組 14:35 14:45

15:15 女子 100mH 決勝 1組 6名 14:45 14:55

15:25 男子 110mH 決勝 1組 7名 14:55 15:05

15:35 女子 100m 決勝 1組 15:05 15:15

15:40 男子 100m 決勝 1組 15:10 15:20

15:50 男子 5000m 決勝 1組 30名 15:20 15:30

16:25 女子 4x100mR タイムレース決勝 2組 12チーム 15:55 16:05

16:35 男子 4x100mR タイムレース決勝 2組 14チーム 16:05 16:15

16:45 女子 3000m 決勝 1組 18名 16:15 16:25

17:10 男子 4x400mR タイムレース決勝 3組 19チーム 16:40 16:50

時間 種別 種目 ラウンド 組数 人数 進出条件 招集開始 招集完了 備考

10:00 女子 走高跳 決勝 1組 7名 09:10 09:20

11:00 男子 走幅跳 決勝 1組 10名 10:10 10:20

13:00 男子 走高跳 決勝 1組 9名 12:10 12:20

14:00 女子 走幅跳 決勝 1組 16名 13:10 13:20

15:00 男子 三段跳 決勝 1組 8名 14:10 14:20

時間 種別 種目 ラウンド 組数 人数 進出条件 招集開始 招集完了 備考

男子 砲丸投 決勝 1組 9名 09:10 09:20

女子 砲丸投 決勝 1組 13名 09:10 09:20

12:00 女子 やり投 決勝 1組 20名 11:10 11:20

男子 円盤投 決勝 1組 12名 12:10 12:20

女子 円盤投 決勝 1組 6名 12:10 12:20

15:00 男子 やり投 決勝 1組 16名 14:10 14:20

10:00

13:00

1500m男子12:50

予選 11組 81名 11-2+2

61名4組タイムレース決勝

100m11:30 女子

11:50 男子 100m

5-1+3

8-1+857名8組予選

男子 800m 予選 5組 38名

跳躍競技

投擲競技

トラック競技

競　技　日　程

10:15 男子 200m 予選 5組 40名 5-1+3

10:40
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第 40 回関⻄医科学⽣対校陸上競技選⼿権⼤会役員 
 

 

⼤会会⻑   茶野 徳宏  滋賀医科⼤学附属病院 検査部 副部⻑ 

 

⼤会委員⻑  中村 憲太郎  滋賀医科⼤学陸上競技部 主将 

 

 

⼀般財団法⼈ 滋賀陸上競技協会 

 

会⻑     野村 昌弘 

 

副会⻑  井上 彌彦  柚⼝ 浩幸  初⽥ 久徳  辻 ひとみ 

 

専務理事   坂 ⼀郎 

 

 

競技責任者  中村 憲太郎  滋賀医科⼤学陸上競技部 主将 

 

⼤会役員   ⼀般財団法⼈ 滋賀陸上競技協会員 

 

       帯同医師   茶野 徳宏 

 

       滋賀医科⼤学陸上競技部員 
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競　　　技　　　役　　　員　　　　　　　○＝主任，(学)＝滋賀医大学生審判員・補助員

総 務 坂　　一郎

総 務 員 馬場　 豊 澤   知寿 中村憲太郎(学)

技 術 総 務 森野　邦彦

ﾄﾗｯｸ ﾌｨｰﾙﾄﾞ

審 判 長 小寺　善正 馬場　豊

ア ナ ウ ン サ ー ○ 藤田　武志 北條和花菜(学) 澤田　悠愛(学) 中村憲太郎(学)

○ 萩尾　正博 前田賀屋子 林　克則 町釋　光 橋本　瑛(学)

古川　尚美(学) 湯通堂　僚(学)

マ － シ ャ ル ○ 束田  俊二

競 技 者 係 ○ 黒川　康司 草野　省司 夏原かず子 伊藤　優子 大石　康雄

竹田　敏彦 北川　利光 島田　莉沙(学) 江南　匡駿(学) 山口　陸(学)

宮口　凛(学)

役 員 係 ○ 高田　毅

医 務 係 坂本　秀士

庶 務 係 中居　樹哉(学) 髙橋　樹(学) 市井　祐雅(学)

公 式 計 測 員 森野　邦彦 （兼）

用 器 具 係 ○ 饗場　伸一 広田健一郎

風 力 計 測 員 ○ 鈴木　兵衛 今井　亮太(学) 松井　秀真(学) 谷本　花音(学) 鈴木　悠斗(学)

出 発 係 ○ 堀口　　勝 田中  武男 来本　豊晴 尾形　詩織 夏原　正夫

松田悠太郎(学) 古市　理沙(学) 長谷川大智(学) 花岡　七海(学)

ス タ ー タ ー ○ 奥野　晃彰 堤　伸二 吉川　尚希(学) 前田菜々子(学) 軽部　大地(学)

周 回 記 録 員 ○ 藤田　茂 藤田　泰樹 堀井九二三

監 察 員 ○ 稲田　和也 木下　孝之 味田　寿之 我孫子武士 鈴木　康裕

南　　和雄 奥村　明之 目片　幸三 中野美津夫 南端　嘉見

写 真 判 定 員 ○ 青木藤司幸 中村　進平 多賀　大輝 小宮山由梨(学) 髙木　優菜(学)

跳 躍 審 判 員 ○ 広瀬　正和 村上　富夫 服部　光記 辻澤　伸彦 澤　　浩

三村　誠一 西堀　和彦 三宅明日輝(学) 西堂　心菜(学) 出村そらの(学)

投 擲 審 判 員 ○ 小林　弘幸 殿城　幸雄 湯上　善之 山口　兼司 内田　宏樹(学)

瀬山　結菜(学) 本郷　来実(学)

表 彰 係 藤田　彩那(学) 奥村　真央(学) 塩見今日子(学) 西村　美咲(学) 原　しほり(学)

監 察 補 助 員 和歌山県立医大 10名

マ ー シ ャ ル 補 助員 近畿大 2名 京都府立医大 3名

周 回 記 録 補 助 員 名古屋大 5名

用 器 具 補 助 員 愛知医科大 2名 愛媛大 2名 大阪医科薬科大 1名 大阪大 1名 岡山大 2名

岐阜大 2名 高知大 4名 徳島大 1名 富山大 1名 兵庫医科大 1名

広島大 2名 福井大 1名

跳 躍 補 助 員 関西医科大 4名 京都大 3名 香川大 3名

投 擲 補 助 員 奈良県立医大 3名 浜松医科大 3名 三重大 4名

記 録 ・ 情 報 処 理員
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1 /

歴代

記録名（略称） 競技名 記録 氏名 所属 記録日付 ｺｰﾄﾞ

大会記録(GR) 男子100m 10.33 高橋　周治 愛知医科大 2016 1

男子200m 21.63 青木　陸 京都府立医大 2023 2

男子400m 48.48 川瀬  翔 三重大 2022 3

男子800m 1:52.53 矢守　志穏 大阪市立大 2018 4

男子1500m 4:00.79 岩崎　亮太 岡山大 2023 5

男子5000m 15:06.47 細澤　幸輝 三重大 2017 6

男子110mH(106.7㎝/9.14m) 14.92 権　　泰史 奈良医科大 2004 7

男子400mH(91.4㎝/35.0m) 54.21 米田　航大 滋賀医科大 2019 8

男子4×100mR 41.79 児玉・櫻井・犬塚・川瀬 三重大 2022 9

男子4×400mR 3:23.25 角本・清水・矢守・首藤 大阪市立大 2018 10

男子走高跳 2m05 石田　侑希也 福井大 2015 11

男子走幅跳 7m10 安永  聖 福井大 2017 12

男子三段跳 14m91 勢力　薫 大阪大 2012 13

男子砲丸投(7.260kg) 13m29 石川　航平 徳島大 2018 14

男子円盤投(2.000kg) 41m89 若山　哲也 明治国際医療大 2017 15

男子やり投(800g) 61m32 山口　慎太朗 三重大 2014 16

大会記録(GR) 女子100m 12.55 三好　紗椰 京都大 2023 17

女子200m 25.58 桜田　舞歩 徳島大 2015 19

女子400m 57.18 磯貝　唯菜 浜松医科大 2024 20

女子800m 2:18.76 市川　博子 愛知医大 2014 21

女子1500m 4:46.97 市川　博子 愛知医大 2015 22

女子3000m 10:13.65 藤本　華奈 奈良県立医大 2019 23

女子100mH(84.0㎝/8.5m) 15.15 吉田　有美香 名古屋大 2017 24

女子4×100mR 50.59 藤内・奥・山中・山崎 明治国際医療大 2017 25

女子走高跳 1m58 鰐部　茜 名古屋大 2024 26

女子走幅跳 5m53 板野　寿々佳 岐阜大 2015 27

女子砲丸投(4.000kg) 10m95 小林　泉 京都府立医大 1995 28

女子円盤投(1.000kg) 36m13 濱口　美菜 明治国際医療大 2016 29

女子やり投(600g) 40m56 佐々木　星奈 広島大 2023 30

大会記録一覧
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